
BioResource Now ! Vol.9 No.11

BioResource Now !
I s s u e  N u m b e r  9  N o v e m b e r  2 0 1 3

P1 - 2

国内外のバイオリソースを巡る様々な問題や取り組みについて、毎月ホットな話題をこのニュースレターで紹介していきます。
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NBRP「ニワトリ・ウズラ」の紹介

リソースセンター紹介〈NO. 49〉

ニ ワ ト リ（Gallus gallus domesticus）
は、紀元前 6000 年頃に中国南部にお
いて、原種とされる赤色野鶏（Gallus 
gallus）から家禽化されたといわれて
いる。現存する家鶏がその子孫にあた
るかどうかは不明であるが、現在、世
界中で数百種類にも及ぶ品種が確立さ
れている。その用途は、卵・肉の生産
はもとより、宗教的利用、闘鶏、愛玩
用など多様である。

現在でも 4 種の原種または近縁野生種
がアジアに生息しており、当センター
では、その主たる野生原種とされる赤
色野鶏のうち、スマトラ島産の亜種
（Gallus gallus gallus）の閉鎖系を保有
している（図 1）。
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図１：赤色野鶏（スマトラ産亜種 )
成鶏♂（左）．成鶏♀（右）．

さらに、当センターでは、独自に開発
したマイクロサテライトマーカーを用
いて遺伝モニタリングを実施してその
情報を公開しており、今後ウズラバイ
オリソースの一層の活用が期待されて
いる。

ニワトリ ・ ウズラ
バイオリソースについて

ニワトリではこれまでに少なくとも
190 もの突然変異形質が報告されてい
る。NBRP「ニワトリ・ウズラ」では、
これらの突然変異形質を持つ日本鶏や
外国鶏を基礎とした新規系統の育成を
開始しており、その遺伝育種学的な解
析の一環として、それらの突然変異形
質の遺伝様式や原因遺伝子の同定を
行っている。これらの解析には、遺伝
的均質度の高い高度近交系統を交配相
手に用いることで、遺伝的背景の違い
から生じる表現型のバラつきを軽減す
ることができ、多型遺伝子マーカーを
用いた遺伝解析を効率よくかつ迅速に
行うことができる。

その一例として、烏骨鶏の過剰メラニ
ン産生形質（Fm）と日本鶏で見つかっ
た新奇の劣性白色羽装突然変異
（mow）を紹介する。

図 2：日本鶏ならびに外国鶏の愛玩用品種に由来す
る新規系統
矮性ならびに短脚形質を持つ矮鶏♂（左）．羽毛形態の突然変異を
持つ矮鶏♀（中央）．頭部の毛冠、脳ヘルニア等を持つポーリッシュ
バンタム♂（右）．

図 3：系統の育成過程で偶出した新奇の突然変異体
高度近交系統（GSP）に偶出した不完全アルビノ変異（左）．矮
鶏交雑系統から単離した白斑ならびに眼球形成異常を持つ新奇突
然変異（右）．

突然変異系統の育成ならびに
その遺伝的特性評価の取り組み

一方、ウズラは、室町時代に武士によっ
て鳴き声を楽しむための愛玩用として
日本で家禽化されたといわれている。
江戸時代から明治の終わり頃にかけて
全国的に飼養されるようになり、現在、
愛知県の豊橋地域を中心に、卵生産を
目的として全国で約 600 万羽が飼養さ
れている。

ウズラは、ニワトリと同じキジ科に属
し、体重は♂で 100-120 グラム、♀で
120-150 グラム前後と小型で、孵化後
50 日前後で性成熟に達し、年間 3‒4
世代の交代が可能であることや、多産
で抗病性にも優れていることから、生
命科学分野における鳥類モデル動物、
ならびにニワトリのパイロット動物と
して利用されている。

現在、遺伝的均質度の高い標準系統、
卵殻色・羽装突然変異系統、疾患モデ
ル（糖原病、筋ジストロフィー等）など、
11 の長期閉鎖系統が NBRP リソース
として維持されている（図 4）（詳細は
ＨＰを参照）。

図 4：ウズラ長期閉鎖系統
WE系統♂（左）．AMRP 系統♂（中央）．卵殻色変異（右）[ 正常型
（左）、白色卵殻型（右）]．
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この系統はニワトリのコントロール系
統としての活用が期待されているが、
性格が臆病で繁殖性が低いためその効
率的な増殖法の確立が急務である。こ
のほか、NBRP「ニワトリ・ウズラ」では、
遺伝的均質度の高い高度近交系や長期
閉鎖系を含む 20 のニワトリ系統を提
供している（各系統の詳細はＨＰを参
照）。また、これらの系統の多くは欧米
品種に由来する鶏種であることから、
遺伝的背景の異なる特殊な突然変異形
質を有する日本鶏や外国産の愛玩用品
種を新たに導入し、その活用に向けた
系統化にも取り組んでいる（図 2）。ま
た、維持系統において偶出する新奇の
突然変異体の単離、系統化も同様に進
めている（図 3）。
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バイオリソース情報

「ニワトリ・ウズラ」がナショナルバイオリソースプロジェク
トに仲間入りしたのはつい最近の 2012 年のことでしたが、実
は非常に歴史があり、日本の強みを発揮できる期待のリソース
です。ニワトリゲノムも2004年に解読されています。今月は「ニ
ワトリ・ウズラ」リソースの代表機関の先生方に活動や魅力的
なリソースについてご紹介いただくことができました。（Y.Y.)
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現役開発者のコメント：ポータルサイトのNBRP-TOMATOからは、データベース
TomatomaやcDNAデータベースKafTom・MiBASEにもアクセスすることができます。特
にTOMATOMAは変異体の登録システムとも一体になっており、リアルタイムで情報を提
供できるようになっていますし、また、NBRP-TOMATOも提供機関の方がリアルタイムに
更新できるシステムを実装しています。3000枚以上の変異体画像は見応えがあるので是
非ご覧下さい。今後ともより使い勝手の良いデータベースを目指していきますので、「ご
意見・ご要望」からご意見をお聞かせ下さい。

系統数：1,602 （2013年11月現在）

DB名：
Tomatoma (URL: http://tomatoma.nbrp.jp/)
NBRP-TOMATO (URL: http://tomato.nbrp.jp/)
言 語：日本語　英語
オリジナルのコンテンツ：
      研究用系統リソース（Micro-TomのEMS処理由来個     
      別変異体、γ線処理由来個別変異体、野生種・栽培種、
      EMS・ガンマ線突然変異誘発系統）、画像ギャラ  
      リー、表現型、Plant Ontology(PO)などを公開して
      います。また、NBRP-TOMATOでは国内ナス科植物
      研究者総覧、メーリングリスト、FAQなどを公開して
      います。
特徴：リソースを注文することができる。変異体の形質
          や成長段階で分類された画像からもリソースを探
          す事ができる。
連携DB：KafTom、MiBASE
DB構築グループ：NBRPトマト、NBRP情報
運用機関：国立遺伝学研究所生物遺伝資源センター
DB公開開始年：2009年       DB最終更新年：2013年

今月のデータベース
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前者は、皮膚、内臓、骨膜などの組織
に過剰なメラニン沈着を引き起こす突
然変異形質（Fibromelanosis: Fm）で、
文字通りカラス（烏）のような黒い色
をした皮膚や骨を持つ特徴から烏骨鶏
と呼ばれ、薬膳料理の食材として珍重
されている（図 5）。

今後、まだ原因遺伝子が同定されてい
ない多くのニワトリ・ウズラの突然変
異体の遺伝解析を進めることによって、
さまざまな生命現象における鳥類独自
の遺伝子機能について多くの知見が得
られるであろう。また、鳥類と哺乳類は、
羊膜類の共通祖先から分岐して 3.1 億
年の進化的な背景を有することから、
この長い進化時間において鳥類が独自
に獲得もしくは失った形質など、哺乳
類や他の動物種とは異なる鳥類特有の
生物学的機能や形態形成の分子メカニ
ズムの解明のために、ニワトリ・ウズ
ラバイオリソースが果たす役割は非常
に大きい。

NBRP「ニワトリ・ウズラ」では、今
後も国内に散在する多様な遺伝的特性
を持つニワトリ・ウズラリソースの収
集・保存を継続するとともに、新たな
系統の育成と厳密な遺伝的統御にもと
づくリソースの高品質化を実現し、質、
量ともに世界最高水準のニワトリ・ウ
ズラリソースを研究者コミュニティに
提供することによって、我が国のライ
フサイエンス研究の発展に貢献するこ
とを目指している。■

図 5：烏骨鶏におけるファイブロメラノーシス (Fm)
閉鎖系SIL系統♂（左）．高度近交系との交雑によって分離したファ
イブロメラノーシス（右）[ 野生型個体（左）と変異型個体（右）]．

図 6：日本鶏に発見された新奇の劣性白色羽装突然
変異 (mow)
ミノヒキ鶏の白色変異個体♂．

じょうほう通信について

先月予告していましたじょうほう通信『簡単・フリーで NGS
のゲノムビューイング ~ 後編 ~』は、来月号へ掲載する予定
です。

そこで、これらの変異形質の原因遺伝
子を同定するために、前述した高度近
交系統との交配によってリファレンス
家系を育成し、遺伝子マーカーを利用
した連鎖解析を行った。その結果、Fm
が 20 番染色体上のマーカーと連鎖す
ることが確認され、詳細な遺伝子解析
の 結 果、エ ン ド セ リ ン 3 遺 伝 子
（EDN3）を含むゲノム領域で重複が検
出された（Shinomiya et al. 2013）。ま
た、同様に mowは 4番染色体上のマー
カーとの連鎖が確認され、詳細な解析
の結果、エンドセリン受容体 B2 遺伝
子（EDNRB2）のコーディング領域の
アミノ酸置換を伴う 1 塩基置換が原因
で あ っ た（Kinoshita et al. 2013）。さ
らに、両形質は異なる遺伝子に支配さ
れているが、互いにリガンド－レセプ
ターの関係にある遺伝子の変異に起因
する形質であることから、両変異体間
での交配実験を行ったところ、優性形
質である Fm の表現型が、mow によっ
て抑制されることがわかってきた。こ
のように、メラニン産生異常を示す突
然変異体を利用することによって、鳥
類のメラニン産生経路における EDN3
と EDNRB2 の機能と役割、ならびに
両者の相互関係について新たな知見が
得られた。

また、後者は、ニワトリにおいてすで
に知られている 2 つの白色羽装突然変
異（優性白色：I, 劣性白色：c）とは異
なる新規のもので、全身がほぼ白色羽
装で、後頭部・肩・腰などの背側部の
ごくわずかな部分に色素沈着した羽毛
を生じる。今のところ、この変異は長
尾を持つ日本鶏品種のみに観察されて
いる（図 6）。

図 7：NBRP ニワトリ・ウズラホームページ
http://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~nbrp/


